
教 育 委 員 会 会 議 

日時 令和４年６月２３日（木）

午後２時００分 

場所  教育委員会室 

＜ 次  第 ＞ 

１ 開  会 

２ 教育長の報告 

３ 議  事 

４ 閉   会 

報告第７号 令和４年度さいたま市一般会計補正予算（教育費）について  

議案第２９号 さいたま市教職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則の

一部を改正する規則の制定について 

議案第３０号 さいたま市立特別支援学校管理規則の一部を改正する規則の制

定について 

議案第３１号 さいたま市学校災害救済給付金審査委員会委員の委嘱について ［非公開案件］

議案第３２号 さいたま市立教育研究所運営委員会委員の委嘱及び任命につい

て 

［非公開案件］

議案第３３号 さいたま市社会教育委員の委嘱について ［非公開案件］

議案第３４号 さいたま市青少年宇宙科学館運営委員会委員の委嘱及び任命に

ついて 

［非公開案件］

議案第３５号 うらわ美術館協議会委員の任命について ［非公開案件］

議案第３６号 さいたま市公民館運営審議会委員の委嘱について ［非公開案件］

議案第３７号 さいたま市立北図書館窓口等委託業務事業者選定委員会委員の

委嘱及び任命について 

［非公開案件］

議案第３８号 令和４年度教育委員会点検・評価報告書について  

議案第３９号 さいたま市教育委員会会議傍聴人規則の一部を改正する規則の

制定について 



議案第２９号

さいたま市教職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則の一部を改正する規則の制

定について

 さいたま市教職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則の一部を改正する規則を、別紙

のとおり制定する。

  令和４年６月２３日提出

                             さいたま市教育委員会 

                              教育長 細田 眞由美 



別紙 

   さいたま市教職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則の一部を改正す

る規則 

 さいたま市教職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則（平成２９年さいた

ま市教育委員会規則第１３号）の一部を次のように改正する。 

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては「改正部分」と、

改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次のとおりとする。 

 改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分を当

該改正後部分に改める。 

 改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。 

 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

改正後 改正前 

別表第１（第３条関係） 別表第１（第３条関係） 

 教育職給料表 級別資格基準表   教育職給料表 級別資格基準表 

 ［略］  ［略］ 

備考 備考 

１ 次の第１号に掲げる者に適用される学歴

免許等欄の区分は、「大学卒」の区分と

し、第２号に掲げる者に適用される同欄の

区分は、「短大卒」の区分とする。 

１ 次の第１号に掲げる者に適用される学歴

免許等欄の区分は、「大学卒」の区分と

し、第２号に掲げる者に適用される同欄の

区分は、「短大卒」の区分とする。 

 大学卒相当の者   大学卒相当の者 

ア ［略］ ア ［略］ 

イ 教育職員免許法第１６条に規定する教

員資格認定試験に合格したことによる高

等学校教諭の免許状又は特別支援学校の

自立活動教諭の免許状の所有者 

イ 教育職員免許法第１６条の２に規定す

る教員資格認定試験に合格したことによ

る高等学校教諭の免許状又は特別支援学

校の自立活動教諭の免許状の所有者 

ウ～カ ［略］ ウ～カ  ［略］ 

 短大卒相当の者   短大卒相当の者 

ア ［略］ ア ［略］ 

イ 教育職員免許法第１６条に規定する教

員資格認定試験に合格したことによる

小学校教諭の免許状の所有者 

イ 教育職員免許法第１６条の２に規定す

る教員資格認定試験に合格したことに

よる小学校教諭の免許状の所有者 

ウ～オ ［略］ ウ～オ ［略］ 

２・３ ［略］ ２・３ ［略］ 

 ～  ［略］  ～  ［略］ 

附 則 

 この規則は、令和４年７月１日から施行する。 



さいたま市教職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則の一部を改

正する規則の制定について

提案理由

・教育職員免許法の一部改正に伴い、所要の改正を行うもの。

改正の概要

・法の一部改正に伴い、参照する条文を修正するもの。 

（施行期日） 令和４年７月１日



議案第３０号

   さいたま市立特別支援学校管理規則の一部を改正する規則の制定について

 さいたま市立特別支援学校管理規則の一部を改正する規則を、別紙のとおり制定する。

  令和４年６月２３日提出

                             さいたま市教育委員会 

                              教育長 細田 眞由美 



別紙 

さいたま市立特別支援学校管理規則の一部を改正する規則 

さいたま市立特別支援学校管理規則（平成１３年さいたま市教育委員会規則第２１

号）の一部を次のように改正する。 

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては「改正部分」と、

改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次のとおりとする。 

 改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分を当

該改正後部分に改める。 

 改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。 

 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

改正後 改正前 

別表（第２条関係） 

学校名 部名 
修業 

年限 

定員

数 

入学 

資格 

通学 

区域 

さいた

ま市立

ひまわ

り特別

支援学

校 

小学部 ［略］ ６６ ［略］ ［略］

中学部 ［略］ ［略］ 

高等部 ３年 中学部を

卒業した

者又はこ

れに準ず

る者で肢

体不自由

であるも

の又は知

的障害で

あるもの 

さいた

ま市立

さくら

草特別

支援学

校 

小学部 ［略］ ４８ ［略］ ［略］

中学部 ［略］ ［略］ 

高等部 ［略］ ［略］ 

別表（第２条関係） 

学校名 部名 
修業 

年限 

定員

数 

入学 

資格 

通学 

区域 

さいた

ま市立

ひまわ

り特別

支援学

校 

小学部 ［略］ ６６ ［略］ ［略］

中学部 ［略］ ［略］ 

高等部 ３年 中学部を

卒業した

者又はこ

れに準ず

る者で肢

体不自由

であるも

の

さいた

ま市立

さくら

草特別

支援学

校 

小学部 ［略］ ４８ ［略］ ［略］

中学部 ［略］ ［略］ 

高等部 ［略］ ［略］ 

附  則 

この規則は、令和５年４月１日から施行する。 



さいたま市立特別支援学校管理規則の一部を改正する規則の制定について

提案理由

・さいたま市立ひまわり特別支援学校高等部に知的障害教育部門を設置す

るため、所要の改正を行うもの。

（施行期日） 令和５年４月１日
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参考資料

さいたま市立特別支援学校管理規則（一部抜粋）

平成１３年５月１日

教育委員会規則第２１号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和31年法律第162号）

第33条の規定に基づき、さいたま市立特別支援学校（以下「学校」という。）の管理運

営の基本的事項に関し定めるものとする。 

（名称等） 

第２条 学校の名称、部、修業年限、定員数、入学資格及び通学区域は、別表のとおりと

する。 

（教育課程） 

第３条 教育課程は、学習指導要領の基準、さいたま市特別支援学校教育課程編成要領、

さいたま市小・中学校教育課程編成要領及び市教育委員会（以下「委員会」という。）

が別に定める基準により校長が定め、委員会に届け出なければならない。 

（卒業の認定） 

第４条 校長は、その学校における所定の各教科に属する科目及び特別活動を履修し、そ

の成果が満足できるものと認められる者に対して、卒業の認定を行う。 

２ 前項の規定により認定された者に対して、校長は、卒業証書（別記様式）を授与しな

ければならない。 

（各部の主事） 

第５条 学校には、各部に主事を置くことができる。 

２ 主事は、校長の監督を受け、部に関する校務をつかさどる。 

３ 主事は、その部に属する主幹教諭又は教諭のうちから委員会が命ずる。 

（職及び職務） 

第６条 学校に次の表の左欄に掲げる職を置くことができ、その職務は、同表の右欄に掲

げるとおりとする。 

栄養主査 上司の命を受け、困難な学校給食の栄養に関する専門的事項をつか

さどる。 

栄養主任 上司の命を受け、相当困難な学校給食の栄養に関する専門的事項を
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つかさどる。 

栄養技師 上司の命を受け、学校給食の栄養に関する専門的事項をつかさど

る。 

事務主幹 上司の命を受け、特に困難な事務を掌理する。 

事務主査 上司の命を受け、困難な事務をつかさどる。 

事務主任 上司の命を受け、相当困難な事務をつかさどる。 

事務主事 上司の命を受け、事務をつかさどる。 

主任専門員 上司の命を受け、困難な学校給食の栄養に関する専門的事項又は困

難な事務をつかさどる。 

専門員 上司の命を受け、相当困難な学校給食の栄養に関する専門的事項又

は相当困難な事務をつかさどる。 

副参事 主幹 主査 上司の命を受け、看護又は養護に関する業務に従事し、所属の職員

があるときは、その事務を処理するため所属の職員を指揮監督す

る。 

主任 上司の命を受け、看護又は養護に関する業務に従事する。 

看護師 上司の命を受け、看護に関する業務に従事する。 

養護師 上司の命を受け、養護に関する業務に従事する。 

業務主査 業務主任 

業務主事 

上司の命を受け、業務に従事する。 

２ 前項に規定する業務主査、業務主任及び業務主事の業務は、養護に関する補助業務、

給食調理業務、文書の集配及び浄書の業務、事務補助業務、学校施設管理業務、学校の

環境整備業務等とする。 

（準用規定） 

第７条 さいたま市立小・中学校管理規則（平成13年さいたま市教育委員会規則第14号）

第２条、第３条、第５条から第８条まで、第10条から第16条まで、第18条から第22条ま

で、第24条から第40条まで及び第48条から第51条までの規定は、学校について準用す

る。この場合において、第20条第１項中「中学校」とあるのは、「中学部又は高等部」

と読み替えるものとする。 

２ さいたま市立高等学校通則（平成13年さいたま市教育委員会規則第19号。以下「通

則」という。）第９条及び第24条の規定は、学校について準用する。 

３ 通則第10条、第12条第１項、第13条、第15条から第18条まで及び第25条の規定は、高
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等部について準用する。 

（学則の制定） 

第８条 校長は、この規則に基づいて、学校の学則を制定するものとする。 

２ 前項の学則を制定し、又は変更する場合には、委員会の承認を受けるものとする。 

（その他） 

第９条 この規則に定めるもののほか、この規則の施行に関し必要な事項は、委員会教育

長が別に定める。 

附 則 ［略］ 

この規則は、平成31年４月１日から施行する。 

別表（第２条関係） 

学校名 部名 修業年限 定員数 入学資格 通学区域 

さいたま市

立ひまわり

特別支援学

校 

小学部 6年 66 学校教育法（昭和22年法律

第26号）に規定する学齢児

童で肢体不自由であるもの 

市内全域 

中学部 3年 学校教育法に規定する学齢

生徒で肢体不自由であるも

の 

高等部 3年 中学部を卒業した者又はこ

れに準ずる者で肢体不自由

であるもの 

さいたま市

立さくら草

特別支援学

校 

小学部 6年 48 学校教育法（昭和22年法律

第26号）に規定する学齢児

童で肢体不自由であるもの 

市内全域 

中学部 3年 学校教育法に規定する学齢

生徒で肢体不自由であるも

の 

高等部 3年 中学部を卒業した者又はこ

れに準ずる者で肢体不自由

であるもの 

別記様式（第４条関係） 

［略］ 



議案第３８号

令和４年度教育委員会の点検・評価報告書について

令和４年度における教育委員会の点検・評価報告書について、別紙のとおりとする。

令和４年６月２３日提出

さいたま市教育委員会

教育長 細田 眞由美



提案理由

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項の規定に基づき、

教育委員会の点検・評価報告書を作成するものです。

 なお、報告書は、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るため、

「さいたま市教育行政点検評価委員会」において意見を聴取し、市議会に提出

するものです。



議案第３９号

さいたま市教育委員会会議傍聴人規則の一部を改正する規則の制定について

 さいたま市教育委員会会議傍聴人規則の一部を改正する規則を、別紙のとおり制定する。

  令和４年６月２３日提出

                             さいたま市教育委員会 

                              教育長 細田 眞由美 



別紙 

   さいたま市教育委員会会議傍聴人規則の一部を改正する規則 

 さいたま市教育委員会会議傍聴人規則（平成１３年さいたま市教育委員会規則第３

号）の一部を次のように改正する。 

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては「改正部分」と、

改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次のとおりとする。 

 改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分を当

該改正後部分に改める。 

 改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。 

 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

改正後 改正前 

（傍聴の許可） （傍聴の許可） 

第２条 委員会の会議を傍聴しようとする者は、開 第２条 委員会の会議を傍聴しようとする者は、開

会前までに、自己の住所、氏名その他委員会教育 会前までに、自己の住所、氏名その他委員会教育

長（以下「教育長」という。）が必要と認める事 長（以下「教育長」という。）が必要と認める事

項を告げて、教育長の許可を受けなければならな 項を告げて、教育長の許可を受けなければならな

 い。  い。 

２ 傍聴人の人数は、会議の都度、教育長が定め ２ 傍聴人の人数は、傍聴席の状況により、教育長

 る。  が定める。 

３ ［略］ ３ ［略］ 

４ 前２項の規定にかかわらず、報道機関に所属す

 る者であって教育長が認める者は、会議を傍聴す

 ることができる。 

 （傍聴できない者）  （傍聴できない者） 

第３条 次の各号のいずれかに該当する者は、傍聴 第３条 次の各号のいずれかに該当する者は、傍聴

 することができない。  することができない。 

 酒気を帯びていると認められる者    酒気を帯びていると認められる者 

 危険物又は会議の妨害となると認められる器  会議の妨害となると認められる器物を携帯し

  物を携帯している者   ている者 

 ［略］    ［略］ 

 （禁止行為）  （禁止行為） 

第４条 傍聴人は次に掲げる行為をしてはならない 第４条 傍聴人は次に掲げる行為をしてはならない

 い。  い。 

～  ［略］   ～  ［略］ 

 はちまき又は腕章の着用その他示威的行為を

  すること。 

 ［略］  ［略］ 

 ［略］  ［略］ 



 録音機、写真機、撮影機その他これらに類す  許可なく録音機、写真機、撮影機その他これ

るものを持ち込み、使用すること（教育長の許 らに類するものを持ち込み、使用すること。 

  可を得た場合を除く。）。 

 ［略］  ［略］ 

 （退場）  （退場） 

第５条 教育長は、傍聴人がこの規則に違反した場 第５条 傍聴人は、教育長が傍聴を禁じたとき又は

 合は、その者に退場を命ずることができる。 傍聴人の退場を命じたときは、速やかに、退場し

  なければならない。 

２ 教育長は、会議を非公開とするときは、すべて

 の傍聴人を退場させるものとする。 

３ 傍聴人は、教育長が傍聴を禁じたとき又は傍聴

 人の退場を命じたときは、速やかに、退場しなけ

 ればならない。 

附 則 

 この規則は、公布の日から施行する。 



提案理由 

教育委員会会議傍聴人への対応を明確化するため、さいたま市教育委員

会会議傍聴人規則の一部を改正するものです。

なお、施行期日は公布の日です。



参考資料 

さいたま市教育委員会会議傍聴人規則

平成１３年５月１日

教育委員会規則第３号

（趣旨）

第１条 この規則は、市教育委員会（以下「委員会」という。）の会議の傍聴に関し必要

な事項を定めるものとする。

（傍聴の許可）

第２条 委員会の会議を傍聴しようとする者は、開会前までに、自己の住所、氏名その他

委員会教育長（以下「教育長」という。）が必要と認める事項を告げて、教育長の許可

を受けなければならない。

２ 傍聴人の人数は、傍聴席の状況により、教育長が定める。

３ 傍聴の許可は、先着順に行うものとする。

（傍聴できない者）

第３条 次の各号のいずれかに該当する者は、傍聴することができない。

 酒気を帯びていると認められる者

 会議の妨害となると認められる器物を携帯している者

 前２号に掲げるもののほか、教育長が傍聴を不適当と認める者

（禁止行為）

第４条 傍聴人は、次に掲げる行為をしてはならない。

 みだりに傍聴席を離れること。

 私語、談話、拍手等をすること。

 議事に批評を加え、又は賛否を表明すること。

 飲食又は喫煙すること。

 帽子をかぶること。

 許可なく録音機、写真機、撮影機その他これらに類するものを持ち込み、使用する

こと。

 前各号に掲げるもののほか、会議の妨害となるような挙動をすること。

（退場）

第５条 傍聴人は、教育長が傍聴を禁じたとき又は傍聴人の退場を命じたときは、速やか

に、退場しなければならない。



（指示）

第６条 この規則に定めるもののほか、傍聴人は、教育長の指示に従わなければならな

い。

附 則

この規則は、平成13年５月１日から施行する。

附 則（平成27年３月27日教委規則第４号）

（施行期日）

１ この規則は、平成27年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律（平成26年法律第76

号）附則第２条第１項の規定によりなお従前の例により在職するものとされる同法によ

る改正前の地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和31年法律第162号）第16条

第１項の教育委員会の教育長が在職する間は、この規則による改正後のさいたま市教育

委員会会議傍聴人規則の規定は適用せず、この規則による改正前のさいたま市教育委員

会会議傍聴人規則の規定は、なおその効力を有する。



報告第７号

臨時代理の報告について

 臨時代理した下記のことについて、さいたま市教育委員会教育長に対する事務委任規則（平成１

３年さいたま市教育委員会規則第７号）第５条第２号の規定により、別紙のとおりこれを報告する。

  令和４年６月２３日提出

                              さいたま市教育委員会

                               教育長 細田 眞由美

記

令和４年度さいたま市一般会計補正予算（教育費）について 

別 冊 



臨 時 代 理 書

 下記の件は、緊急に処理する必要があると認められ、かつ、教育委員会の会議を招集するいと

まがないので、さいたま市教育委員会教育長に対する事務委任規則（平成１３年さいたま市教育

委員会規則第７号）第４条の規定により、別紙のとおり市長に申出することを臨時代理する。

  令和４年６月１７日

さいたま市教育委員会

教育長 細田 眞由美

記

令和４年度さいたま市一般会計補正予算（教育費）について（別紙）



別　紙

　令和４年度さいたま市一般会計補正予算（教育費）について



別表

　歳　出 （単位　千円）

補 正 前 の 額 補 正 額 計

98,209,373 338,977 98,548,350

7 保健体育費 6,375,987 338,977 6,714,964

98,209,373 338,977 98,548,350

歳　入　歳　出　予　算　補　正

歳 出 合 計

款 項

10 教育費



補　正　予　算　説　明　書



　歳　出 （単位　千円）

特 定 財 源 一 般 財 源

338,977

歳　入　歳　出　補　正　予　算　事　項　別　明　細　書

337,875 1,102保健体育費

補正前の額 説　　明款 項 目

10

7

補 正 額 の 財 源 内 訳
計

6,375,987

338,977 98,548,350

補 正 額

337,875 1,102教育費 98,209,373

337,875歳 出 合 計 98,209,373 338,977 98,548,350 1,102

338,977 6,714,964

337,8755,847,679 338,977
1 学校給食管理運営事業

2 学校保健費 6,186,656 1,102



提案理由

令和４年度さいたま市一般会計補正予算（教育費）は、６月定例会に追加提出

する、国の「原油価格・物価高騰等総合緊急対策」に伴い、質や量を保った給食

の提供が確保されるよう、学校に対し、食材の物価高騰分を支援することについ

て、市長に申出するものです。



令和４年度６月補正予算（追加提出）

事務事業概要



（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

13 18款

-

＜主な事業＞

１　学校給食用食材の物価高騰分に対する支援 　[参考]

　　事業スケジュール

　児童生徒に対する栄養バランスや量を保った学校給食 ・令和4年8月～令和5年3月　対象施設への支払

の提供を確保するため、学校給食用食材の物価高騰分を

支払います。（対象施設：165施設）

＜事業の目的・内容＞
　安全で衛生的な学校給食を提供するため、学校給食室の施設・設備の維持管理
を適正に行うとともに、各学校における運営面の充実を図ります。

＜補正の目的・内容＞
　国の「原油価格・物価高騰等総合緊急対策」に伴い、児童生徒に対する栄養バ
ランスや量を保った学校給食の提供を確保するため、学校給食用食材の物価高騰
分の経費について、補正を行うものです。

338,977

事務事業名 学校給食管理運営事業

款/項/目 10款 教育費/7項 保健体育費/2目 学校保健費 予算書Ｐ.

補正額 338,977

局/部/課 教育委員会事務局/学校教育部/健康教育課

国庫支出金 337,875

一般財源 1,102

補正前予算額 4,601,863


